
毎日の見守りをありがとうございます ～みまもり隊総会～ 
 

５月１０日（土）、みまもり隊総会を行い

ました。足元の悪い中でしたが、隊長の

市川昇市議をはじめ、各地区からたくさ

んの方々にご参加いただきました。 

全体挨拶と活動についての説明の後、地区ごとに、登下校の

みまもりを行う場所の確認と、メール配信システムへの登録を行

っていただきました。今後、連絡の必要があるときは、このシステ

ムを使って連絡させていただきます。 

近頃、全国では子どもたちが巻き込まれる悲しい交通事故・

事件が続けざまに報道されています。長太地区では、みまもり

隊の皆さんのおかげで、登下校の安全が守られていますが、子どもたち自身が交通安全への意識を高

めていくことも大切です。ご家庭でも、今一度、登下校の安全について指導していただけたらと思います。 

みまもり隊の皆様、子どもたちの安全のために、日々ご尽力いただきありがとうございます。１年間よ

ろしくお願いいたします。 

 

 長太の海をきれいにしたい！   ～４年生 海岸清掃～ 
 ５月２０日（火）５・６限目、４年生が地域の方々や保護者の皆さんと一緒に、海岸清掃を行いました。 

当日は、気温が２５℃を超え、日差しも強く、熱中症が心配されましたが、海岸は海から吹いてくる風が

心地よく、作業のしやすい気候に恵まれました。８０人程で、約 1時間かけて、協力してごみ拾いを行いま

した。 

おかげで、たくさんのごみを集めることができ、海岸がとてもきれいになりました。たいへんな作業にも

かかわらず、子どもたちからは「楽しかった」「もっとごみを拾いたい」「きれいになってよかった」といった、

海岸清掃に前向きに取り組んだ感想が聞こえてきました。 

今後、４年生は、社会科や総合的な学習で、環境に関する学習に取り組んでいきます。今、私たちは地

球温暖化や大気汚染、海洋汚染、ごみ処理の課題などたくさんの環境問題に直面しています。今日の海

岸清掃をきっかけに、身近な環境問題について関心を持ち、どのように環境改善に取り組んでいくと良

いのかを真剣に考えられるようになってほしいと思います。 

 お世話をいただいた地域の皆様、保護者の皆様、ご多用の中をありがとうございました。 

鈴鹿市立長太小学校だより No．４ 
 Ｒ７.５.２６ 

 



令和７年度 長太小学校 学校運営協議会委員のみなさまです。よろしくお願いいたします。 
加藤 元 様   [委 員 長] 橋本 武己  様 立松 彦一 様 森田 貢    様 藤井 さゆり 様 
横山 あかね 様 [副委員長]  藤田 恭江 様 濵田 善則 様 藤森 陽子 様 坂    友美 様 

 

地域とともにある学校を目指して  ～第１回学校運営協議会～ 

５月１５日（木）、第１回学校運営協議会を行いました。主な内容は、学校経営に関わる基本方針等につ

いての検討で、学校から提案した今年度の経営方針を確認していただき、ご意見・ご質問をいただきま

した。短い時間ではありましたが、「不審者に対応するために訓練が大切。小さい子がびっくりしてトラウ

マにならないように注意してほしい。」、「小中で ICT 教育に力を入れていると聞いているが、小・中・高

とつなげて行ってほしい。英語の学習等も小学校から中学校へのつながりをしっかりとしてほしい。」「外

国籍の子どもたちは日本語を理解できるのか。話しかけても大丈夫か。」等々、忌憚のないご意見・ご質

問をいただきました。学校からは、「不審者対応訓練を計画していく。」こと、「幼・小・中の連携を強化し

ていく。」こと、「独自の国際学級で日本語指導を進めているので、かなり理解できるようになっている。」

こと等を答えさせていただきました。 

  検討の後、令和７年度の学校経営方針は承認していただきました。以下に掲載させていただきます。

ありがとうございました。 

 令和７年度 学校経営方針 
 

  
１めざす学校像 明日も行きたい・通わせたい・協力したいと思える学校 

２経営方針 １  「わかる」・「できる」喜びが味わえる学校 

２  子ども同士がつながり、一人ひとりを大切にする学校 

３  家庭・地域と共に充実した教育を創る学校 

４  教職員が笑顔にあふれ、互いに切磋琢磨する学校 

３達成方策 １「わかる」・「できる」・「伸びる」喜びが味わえる学校 

（１）根拠をもとに深く考え、自分の思いや考えを的確な言葉で伝え合い、受け止め、理解し合える授業づ

くり 

（２）授業力UP５、ICT器機を活用した授業づくり 

（３）全国学調、みえスタの結果分析をいかした授業改善 

（４）家庭との連携を図るとともに、ICT器機を活用した家庭学習の充実 

（５）家庭・地域と連携し、読書活動の充実を図る 

（６）運動量を意識した体育の授業づくり 

 

２ 子ども同士がつながり、一人ひとりを大切にする学校 

（１）学校全体で「綴り方」に取り組み、自己肯定感を高める 

（２）学年部、職員会議、日々の職員室での会話から児童についての情報共有を図り、問題行動の未然防止

を図る 

（３）家庭、関係機関と連携し長期欠席児童の改善を図る 

（４）特別支援教育の研修の充実を図る 

 

３ 家庭・地域と共に充実した教育を創る学校 

（１）学校通信、ホームページの充実 

（２）学校運営協議会の充実 

（３）地域人材の有効活用 

（４）防災教育の充実 

 

４ 教職員が笑顔にあふれ、互いに切磋琢磨する学校 

（１）職員間の会話を大切に、つながりを深め、やりがいが持てる職場環境の実現を目指す 

（２）働き方改革を推進する 

   ①月４５時間、年間３６０時間を超える時間外労働者の延べ人数：０人  

   ②一人あたりの月時間外労働時間：３0時間以下 

  ③６０分以内に終了する会議の割合：７０％ 

 ④定時退校日に定時退校できる職員の割合：８０％ 

 ⑤一人あたりの休暇取得：２３日以上 

（３）コンプライアンス研修の充実と、不祥事根絶への意識向上を目指す 

 

   自ら学び 心豊かに たくましく生きる子どもの育成 学校教育目標 


